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１. 当社のＳＩビジネスの現状と  
ＩＴシステムの課題
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ＳＩビジネスの市場規模と当社のポジション

富士通グループのＳＩ*の売り上げは国内Ｎｏ.１

国内市場の伸長率は今後５年間で平均３．３％

国内ＳＩ*売上ベンダーランキング

ベンダー

１

２ 日立

３ NEC

４ NTTデータ

５ IBM

国内ＳＩ*市場規模

出典：IDC Japan、9/2007 「国内ITサービス市場産業分野別

 

2006年の分析

 

と2007年～2011年の予測：2007年上半期アップデート」

 

(Doc#J7240107)

20,000

06年 07年 08年 09年

(億円)

15,000

10,000

10年 11年

CAGR 3.3%

出典：IDC Japan、9/2007 「2007年 国内ITサービス市場

 

ベンダー競合分析：

 

2007年3月期」(Doc#J7240106)

* IDC定義(プロジェクトベース)によるデータ
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リスクマネジメントの効果により損失削減

当社のＳＩビジネスの現状
 

～ＳＩ事業は健全化へ～

プロジェクトマネジメント力の回復により利益率改善

分割契約の推進（100人月未満）

04年度 05年度

44%
06年度

43%
売上構成比

47%

［不採算損失額］

 
04年度：▲400億円

 
⇒

 
06年度：▲100億円以下

05年度 06年度

約５%約２%
ソリ/ＳＩ営業利益率

 （概算、ＦＣ除く）

04年度

約４%

マネジメントの改善によって、ビジネスの健全化を実現

更に「ものづくり」におけるＱＣＤの改善を推進
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ＩＴシステムの課題
 

～お客様はIT投資の効果に不満～ＩＴシステムの課題
 

～お客様はIT投資の効果に不満～

100.0% 101.3%
104.9%

80%

90%

100%

110%

120%

2006年度実績 2007年度計画 2008年度予定

富士通ユーザの｢ソフトウェア関連費用｣

 の伸びは一段落する見通し

出典：第29回情報化調査「LS研*ＩＴ白書」2007年度版

分からない
4%

期待以上
0%

ユーザ企業のCIOの７割が、

 情報化投資の成果に不満

IT投資が｢新たな市場やビジネスチャンスの拡大｣に貢献できていない(60%)

[ユーザ企業の経営企画部門が回答]
（出典：JUAS** 企業IT動向調査2007)

ITべンダーへの不満の1・2位は、企画提案力(61%)と技術力不足(55%)

[ユーザ企業の経営企画部門が回答]
（出典：JUAS** 企業IT動向調査2006)

IT投資が｢新たな市場やビジネスチャンスの拡大｣に貢献できていない(60%)

[ユーザ企業の経営企画部門が回答]
（出典：JUAS** 企業IT動向調査2007)

ITべンダーへの不満の1・2位は、企画提案力(61%)と技術力不足(55%)

[ユーザ企業の経営企画部門が回答]
（出典：JUAS** 企業IT動向調査2006)

やや不十分

 56%

期待通り

 30%

不十分

 10%

ソフトウェア関連費用

* LS研：FUJITSUファミリ会LS研究委員会 ** JUAS：(社)日本情報システム・ユーザ協会

出典：日経コンピュータ

 

2006年10月30日号

 
ﾃﾞｰﾀ出所:ｱﾋﾞｰﾑｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ｢国内上場企業CIO意識調査｣、

 
有効回答数:141社、調査期間:2006年2～3月
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システム構築における構造問題と対応

お客様の「要件定義」の問題

・「要件確定の先送り」により発生する無駄コストの防止

・業務目線でお客様と対話できる人材育成

・ノウハウが蓄積されない「多重下請け構造」の改革

・物づくりに責任がもてる規律正しいワークスタイルの徹底

システム開発ベンダーの「ものづくり力」の問題

経営者、エンドユーザ、情報システム部門の意識があっていない

現状システム構築時のシステム要件がブラックボックス化している

見積り金額の妥当性が不明

開発マナーの悪さ



２. ４つの革新の取組み
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保守の革新(*)

アプリ保守の型決め

生産の革新
開発ソリューションの型決め

ＦＡＰ(**)による開発の工業化

オフショア開発の取組み

設計の革新
要件定義書き方ガイドライン

要件定義内容監査

発注者ビュー検討会

ビジネスアーキテクト育成

４つの革新の取組み

今回の説明範囲

ＳＥワークスタイルの革新
ＴＰＳによる人作り、小集団活動

従来の開発技術だけで解決できない構造問題を解消

*:ITシステムの運用・保守を支援するサービス・作業体系の確立(2007年5月14日 発表済)
**:富士通アプリケーションズ株式会社

設計 開発・試験 運用保守
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生産の革新設計の革新

設計工程の仕様確定の先送りは、試験工程での手戻り
(無駄コスト)となり、価値を生まないコスト増加を招く

システム開発のコスト構造
 

１：６：１：２の法則

設計 試験開発

コ
ス
ト

上流先送りの
 無駄コスト

20人×3ヶ月 60人×6ヶ月 20人×3ヶ月

テスト増:20人×3ヶ月

期間延伸:60人×1ヶ月



３. 設計の革新とは
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設計の革新とは

設計品質の向上と第三者レビューの義務化
(SIアシュアランス）による先送りの防止

要件定義書き方ガイドライン策定
IPA-SEC(*)の指針に準じて上流工程のあるべき
姿をガイドライン化

社内SEに向けた要件定義の重要性と記述内容
の普及･浸透（直近1年で4,000人教育済）

集合性、整合性、適合性の3つの観点

要件定義内容監査
第三者の立場で要件定義ドキュメントの品質を評
価し、その改善点をプロジェクトに報告

*IPA-SEC：情報化推進機構-ソフトウェア・エンジニアリング・センター

共通フレーム2007
（SLCP-JCF2007）

共通フレーム2007
（SLCP-JCF2007）

関連するSEC書籍

超上流プロセスを支援する人材の育成
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第三者レビュープロセスの義務化

要件定義工程 外部設計工程

お客様

富士通

要件定義書

要件定義内容監査

外部設計書

外部設計診断サービス提言

フィードバック

一定規模以上のSI案件は要件定義内容監査を義務化

確定した要件の仕様化
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0
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①非機能要件のドキュメントに未作成のものが
ある

②業務フローの表記方法が業務別に

 

異なり、

 要員間で認識がずれる可能性がある
③業務フロー、CRUD(*)マトリクス等がなく、

 業務全体の実現性を確認できない

集合チェック 整合チェック環境

業務処理

システム
機能

非機能Ｂ
（保守性等）

非機能Ａ
（性能等）

インター

 
フェース

相互作用

データ

業務要件内

非機能要件内

業務－非機能

 
要件間

機能要件内

業務－機能

 
要件間

機能－非機能要件間

ドキュメント評価

①不足している要件定義（データ要件、
非機能要件）の補完をしながら、
次工程(外部設計)を実施中。補完作業を
次工程実施前にスケジュールに組み
込むことができた。

監査を実施して良かった点

要件定義内容監査事例（A社）

*CRUD:データ処理の生成・参照・更新・削除の状態を表す

お客様から受領した要件定義書を監査

0

20

40

60

80

100
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ＩＴ業界としての標準化活動

正式名称 ：

設立日 ： 2006年 4月12日

設立趣旨 ： お客様とＳＩベンダとのコミュニケーションの円滑化を図るため、
お客様にわかりやすい仕様記述方法および合意方法を共同で
検討する

参加企業 ：

公式ホームページ ： http://www.nttdata.co.jp/cview/

（株）ＮＴＴデータ

（株）構造計画研究所（株）日立製作所

富士通（株） 日本電気（株）

東芝ソリューション（株）

日本ユニシス（株） 沖電気工業（株） ＴＩＳ（株）

２００７年８月から参加

「実践的アプローチに基づく要求仕様の発注者ビュー検討会」

 (略称：発注者ビュー検討会）

2007年9月18日に「発注者ビューガイドライン(画面編)」発表

富士通も自社の標準プロセス体系SDEM(エスデム)に反映予定
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具体的な記述例の
補足説明

具体的な記述例の

 勘所は吹き出しで

 補足説明

各章のタイトル

誤った理解を防ぐ、

 あるいは認識のずれ
を見つけ出すための
工夫や留意点をコツ
として紹介

コツの具体的な記述例。
実際の設計例にもあった、

 望ましくない例と、改善後の

 望ましい例を併記。
この例は、設計書に画面遷

 移を書くコツの具体例を示

 す

｢発注者ﾋﾞｭｰｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(画面編)｣公開(2007.9.18)
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IPA-SECが定義する超上流プロセス

システム仕様システム仕様

プログラミングプログラミング

要件定義要件定義

システムテストシステムテスト

運用テスト運用テスト

ソフトウェア
仕様

ソフトウェア
仕様

ソフトウェア
テスト

ソフトウェア
テスト

要求は正しかったか？

仕様どおりか？

シ

ス

テ

ム

業

務

事

業

システム化計画システム化計画

評価評価

システム化
の方向性

システム化
の方向性

投資効果は？

超上流プロセス

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

SEC-BOOKS『経営者が参画する要求品質の確保』よりSEC-BOOKS『経営者が参画する要求品質の確保』より
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工程 情報化企画
要件定義

業務要件定義 システム要件定義

視点 経営者視点 エンドユーザ視点 開発者視点

担当
お客様＋コンサル

（Ｗｈｙ)
お客様＋ﾋﾞｼﾞﾈｽｱｰｷﾃｸﾄ

（Ｗｈａｔ）

上流ＳＥ

（Ｈｏｗ）

超上流プロセス

ビジネスアーキテクト（ＢＡ）とは
お客様のニーズを抽出・分析し、本質を捉えた業務要件を定義

することで、高い付加価値を提供する

２００６年より育成を開始し、３年間で３００名予定

(6週間の集合研修)

ビジネスアーキテクトの役割

超上流プロセスを支援する人材育成



４. 生産の革新とは
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生産の革新とは(1/3)

インフラ
 方式

業務
 仕様

業務方式

お客様毎の注文生産となる「業務仕様」層の開発を
工業化する

* FAP: 富士通アプリケーションズ(株)

設計書
（入力）

インフラ工業化(サーバ、ＯＳ、ミドルウェア)

開発ソリューションで標準化

設計の革新で
要件を固める

要件の充足

 を確認する

試験開発設計

アプリ開発工業化
(FAP*)

顧客向けソフト
（出力）
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生産の革新とは(2/3)

型決め(開発ソリューション適用)の取組み

-アプリ方式・開発プロセス、設計書の標準化を行い、
 プログラムの自動生成などを実現

Java用(EZDeveloper､Topjax､QuiQpro)
.NET用(QuiQpro､WebAS､eProad)

アプリ開発プロセスの工業化への取組み

-ＦＡＰによる、アプリ開発の工業化と内製化を実現

-「４つの約束事」と「６つの仕掛け」による自律した
 改善活動の定着

アプリ開発の工業化による効率化・品質の確保
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開発ｿﾘｭｰｼｮﾝの画面ﾃﾞｻﾞｲﾝ型決め例(EZDeveloper)

６ﾚｲｱｳﾄ（ﾒﾆｭｰなし、上ﾒﾆｭｰ、左ﾒﾆｭｰ・・）
９画面（ﾛｸﾞｲﾝ、検索、一覧・・・・）
４５ﾃｰﾏ（ｼｯｸ、ｶｼﾞｭｱﾙ､ｽﾎﾟｰﾃｨ・・・・）
より選択可能

富士通デザイン(株)
と共同開発
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生産の革新とは(3/3)

オフショア開発の取組み

国内からのオフショアは、主に中国を活用

（インドは海外子会社が主に活用し、中期的には国内からも活用）

設計精度の向上、設計・生産の型決めを行い、繰り返
し開発することで生産ノウハウを蓄積し活用する

国内の技術者不足を補完するため、ＦＡＰモデルを
ベースにオフショア委託し、パートナーを含む人材を設
計に集中させる



５. アプリ開発の工業化  
実践事例
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目的目的

１. 空洞化したアプリ開発技術の再構築

２. 製造側視点からの設計品質の見直し

３.工業化のモデル工場を確立し、富士通グループへ展開

日本の製造業の物づくりの現場の強みを、日本の製造業の物づくりの現場の強みを、

TPSTPS（トヨタ生産方式）に学び、アプリ開発に生かす（トヨタ生産方式）に学び、アプリ開発に生かす

２００２２００２年より、年より、JavaJava/EJB/EJBの開発専業会社を設立し、の開発専業会社を設立し、
 「内製化」と「工業化」に取組む「内製化」と「工業化」に取組む

取組み方針
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目的目的1. 1. ソフトウェア開発技術の再構築ソフトウェア開発技術の再構築

属人的（職人的）な開発スタイルから、属人的（職人的）な開発スタイルから、

製造プロセス重視の開発スタイルへ製造プロセス重視の開発スタイルへ

規模計測規模計測

製造プロセス製造プロセス

標準時間標準時間

仕事票仕事票
（実績把握）（実績把握）

開発実態の可視化開発実態の可視化

（リアルタイム）（リアルタイム）

見える化見える化

改善活動改善活動

品質確保品質確保

生産性向上生産性向上

納期厳守納期厳守
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ファンクションスケール(FS)法を全面採用（画面から規模を測定）

工程内の規模変動の早期発見
・リスク判断の指標として活用（スケジュール・コスト・要員投入等）

ヤンマー
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画
面

数
率 FS平均値：1143

東商
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FS範囲

画
面

数
率 FS平均値：225

Ａプロ（画面数：８０） Ｂプロ（画面数：１２１）

【リスクが高い】
・短期開発は困難
・高スキル要員の配置必須

【リスクが低い】
・短期開発が可能

統一した計測基準を設定統一した計測基準を設定
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製造プロセスの定義と確実な運用製造プロセスの定義と確実な運用

開発全体を詳細に分解し定義
・詳細化

 
⇒

 
１つのプロセスが最小６分

・流れ

 
⇒

 
「流れ」と「人」と「場所」、マネジメントポイント、
品質保証ポイント等を定義

・作業

 
⇒

 
関連する、「INPUT」と「OUTPUT」を定義

全体で１４３プロセス
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プロセスにあわせた標準時間の設定プロセスにあわせた標準時間の設定

ファンクションスケールの規模をもとに算出
要員のスキルレベルおよび習熟度により基準時間を算出
積み上げで自動原価見積
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仕事票による実績把握仕事票による実績把握

実施作業毎に実績時間を毎日入力
実原価の把握
作業実績を毎日把握し、「可視化と分析」を実現

作業オーダーの細分化

・担当業務、作業工程、作業項目単位に作業オーダーを細分化し、

作業完了で終了日を入力

完了日の入力

◆◆

 
個人別仕事票の例個人別仕事票の例
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リアルタイムによる作業実態の可視化リアルタイムによる作業実態の可視化

課題の早期発見と即時是正（リスクの早期排除）
「見える化」のための基礎情報を提供（現場改善の基礎）
対策立案の精度向上、「振り返り」の基礎データ
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ＦＡＰにおける生産方式
 

～４つの約束事と６つの仕掛け～

原価
管理

ｼｽﾃﾑ

人材
管理

ｼｽﾃﾑ

⑤自動生成⑤自動生成

出荷(出力)

仕事票

スキル
管理

⑥作業実績管理システム⑥作業実績管理システム

作業担当者名

作業担当者スキル（考慮指数)

富士通一郎

400

2.0 PL1

対象業務ID

対象業務FS

HSL00 損益
管理

④ドキュメント標準④ドキュメント標準

 （設計書の規格化）（設計書の規格化）

①①ﾌｧﾝｸｼｮﾝｽｹｰﾙﾌｧﾝｸｼｮﾝｽｹｰﾙ

②プロセス設計・基準時間②プロセス設計・基準時間

ＩＴ

ｿﾌﾄｳｪｱ
製造活動

ＳＳ

ＰＳ

ＰＧ

ＰＴ

入荷(入力)

③分割と並行開発③分割と並行開発

４つの約束事４つの約束事

①人月ではなく時間で考える①人月ではなく時間で考える

②仕事票は毎日正しくつける②仕事票は毎日正しくつける

③データで議論する③データで議論する

④決められた場所に格納する④決められた場所に格納する
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目的２. 製造側視点からの設計品質の見直し

製造視点
・プログラムを正確に開発できる設計書である

・設計書の記述レベルの評価手法を策定
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目的３目的３..工業化のﾓﾃﾞﾙ工場を確立し技術移転工業化のﾓﾃﾞﾙ工場を確立し技術移転(1/2)(1/2)

オフショア（中国の富士通関連会社）

国内ビジネスパートナーへ製造方式の技術移転

Ａ社事例Ａ社事例

• Ａ社専用のローコスト開発センターとして受託Ａ社専用のローコスト開発センターとして受託

•• 製造方式を移転製造方式を移転

設計書は日本語で提示・・・ブリッジＳＥをおかずに開発設計書は日本語で提示・・・ブリッジＳＥをおかずに開発

＜オフショア先にとって分かり易い設計書＞＜オフショア先にとって分かり易い設計書＞

・・
 

製造技術者を指導者として派遣製造技術者を指導者として派遣

・・
 

ＦＡＰとオフショア先、完全同一プロセスおよびルールを適用ＦＡＰとオフショア先、完全同一プロセスおよびルールを適用

・・
 

日本からリモートにて、リアルタイムでコストや品質等を国内日本からリモートにて、リアルタイムでコストや品質等を国内

と同一レベルで把握と同一レベルで把握
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オフショア先実態を毎日把握オフショア先実態を毎日把握

◆◆Ａ社の例
・稼動・稼動

 
要員数・稼動時間（予定／実績）要員数・稼動時間（予定／実績）

・進捗・進捗
 

進捗率とコスト消化率進捗率とコスト消化率

・品質・品質
 

レビューレビュー//テスト状況・品質情報テスト状況・品質情報

・要員・要員
 

目標達成度（スキルアップ状況）目標達成度（スキルアップ状況）

開発量・納期の変動に柔軟に対応開発量・納期の変動に柔軟に対応

◆◆Ａ社の例
お客様要求お客様要求

・設計書提示遅延（納期必達）・設計書提示遅延（納期必達）

・製造期間・製造期間
 

３ケ月⇒１．５ケ月に短縮３ケ月⇒１．５ケ月に短縮

製造側対策製造側対策

・１日８時間作業時間⇒１０時間作業＋土曜日出勤・１日８時間作業時間⇒１０時間作業＋土曜日出勤

・追加要員の投入・追加要員の投入
 

⇒⇒
 

当初予定の３倍当初予定の３倍

目的３目的３..工業化のﾓﾃﾞﾙ工場を確立し技術移転工業化のﾓﾃﾞﾙ工場を確立し技術移転(2/2)(2/2)



６. まとめ
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上流先送りの
 無駄コスト設計の革新

ものづくり革新が目指す開発モデルものづくり革新が目指す開発モデル

設計 試験開発

コ
ス
ト

先送りプロジェクト

正常プロジェクト

革新後のプロジェクト

お客様の経営課題を解決するITシステムの実現お客様の経営課題を解決するITシステムの実現

要求を要件に

 盛り込む

生産の革新

工業化による徹底

 したコストダウンと

 品質の確保

開発期間の短縮
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リスクマネジメントの強化などの結果、当社のSIビジネ
スは健全化しつつある。

しかし、お客様は現在のIT投資の効果に不満である。

「ものづくり革新」を実行する事で、資産価値を生まな
い先送りの無駄コストを減少させる。このことは、お客
様自身のコストと時間・人材の余裕を生み出す。

さらに、お客様との接点となる人材強化により、お客様
の経営課題を解決するITシステムを実現するとともに、
当社のSIビジネスの収益改善を目指す。

最後に最後に

お客様の“夢をことばに
 ことばをかたちに” 

お客様の“夢をことばに
 ことばをかたちに”
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このプレゼンテーション資料、及びミーティングで配布されたその他の資料や情報、及び質疑応答で

 
話した内容には、現時点の経営予測や仮説に基づく、将来の見通しに関する記述が含まれています。

 
これらの将来の見通しに関する記述において明示または黙示されていることは、既知または未知の
リスクや不確実な要因により、実際の結果・業績または事象と異なることがあります。
実際の結果・業績または事象に影響を与えうるリスクや不確実な要素には、以下のようなものが
含まれます（但しここに記載したものはあくまで例であり、これらに限られるものではありません）

•富士通の提供するサービスまたは製品にとって主要な地域（アメリカ合衆国、ＥＵ諸国、日本、
その他アジア諸国など）のマクロ経済環境や市況動向。中でも当社顧客のＩＴ支出に影響を及ぼす
ような経済環境要因。
•急速な技術変革や顧客需要の変動。及び富士通が参入しているＩＴ市場、通信市場、電子デバイス
市場での激しい価格競争。
•他社との戦略的提携や、合理的条件下での他社との取引を通じて、富士通が特定のビジネスから
撤退し、関連資産を処分する可能性。およびこのような撤退・処分から発生する損失の影響。
•特定の知的財産権の利用に関する不確実性。特定の知的財産権の防御に関する不確実性。
•富士通の戦略的提携企業の業績に関する不確実性。
•富士通の保有する国内外企業の株式の価格下落が、損益計算書や貸借対照表などの財務諸表に
与える影響。およびこの保有株式の株価下落により発生した富士通の年金資産の評価減とこれを
補うために追加拠出される費用の発生による影響
•顧客企業の業績不振、資金ショート、支払不能、倒産などに起因する売掛債権の回収遅延や回収
不能によって、当社が被る損害の影響
•富士通が売上高をあげている主な国の通貨、および富士通が資産や負債を計上している主な国
の通貨と日本円との為替レートの変動により発生する為替差損益の影響（特に、日本円と、
イギリスポンド、アメリカドルとの間の為替差損益の影響）

免責事項免責事項
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